
８2025年（令和7年）5月15日（木曜日）（第三種郵便物認可）
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　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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当
所
で
は
、
北
海
道
中
小
企
業
家
同
友
会
く
し
ろ
支
部
、
釧
路
市
と
の
共
催
で

日
（
水
）

午
前
９
時

分
よ
り
釧
路
市
観
光
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
に
て
『
２
０
２
６
く
し
ろ
合
同
会

社
説
明
会
』
と
２
０
２
７
年
春
卒
業
の
学
生
向
け
に
『
企
業
研
究
＆
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

相
談
会
』
を
開
催
し
、
高
校
生
を
中
心
に
短
大
・
大
学
生
が
１
９
０
人
来
場
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

64社が出展した合同会社説明会

活
用
を
呼
び
掛
け
る
補
助
金
の
チ
ラ
シ

日にプレオープンしたペンギンファーム
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釧
路
市
で
は
『
人
材
確
保
支

援
補
助
金
』
の
受
け
付
け
を

日
（
水
）
よ
り
開
始
し
た
。

　
本
補
助
金
は
、
市
内
に
主
た

る
事
業
所
の
あ
る
中
小
企
業
・

小
規
模
事
業
者
が
実
施
す
る
人

材
確
保
・
育
成
に
係
る
経
費
を

補
助
す
る
も
の
。

　
今
回
は
通
常
枠
と
新
た
に
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
枠
の
２
つ
を

設
け
て
お
り
、
補
助
上
限
額
は

い
ず
れ
も

万
円
、
補
助
率
は

通
常
枠
２
分
の
１
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
枠
３
分
の
２
で
、
併

用
申
請
は
で
き
な
い
。

　
対
象
と
な
る
経
費
は
、
通
常

枠
が
採
用
ペ
ー
ジ
を
含
む
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
新
設
・
刷
新
や
市

外
の
合
同
企
業
説
明
会
へ
の
出

展
（
初
参
加
）
、
更
衣
室
等
の

改
装
・
新
設
な
ど
人
材
確
保
に

係
る
経
費
の
ほ
か
、
人
材
育
成

の
た
め
の
研
修
会
等
の
開
催
、

受
講
な
ど
の
経
費
。
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
枠
が
、
実
施
に
か
か

る
参
加
者
の
旅
費
や
企
画
外
注

費
な
ど
の
関
連
経
費
。

　
な
お
、
対
象
経
費
は

日

（
水
）
以
降
に
契
約
（
発
注
）

等
を
行
い
、
令
和
８
年
１
月

日
（
金
）
ま
で
に
支
払
い
を
完

了
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
申
請
は
６
月
２
日
（
月
）
午

後
５
時

分
ま
で
で
、
募
集
枠

を
超
え
た
場
合
は
申
請
期
間
終

了
後
、
抽
選
に
て
交
付
事
業
者

を
決
定
す
る
。
申
請
方
法
は
オ

ン
ラ
イ
ン
ま
た
は
郵
送
・
持
参

に
て
受
け
付
け
る
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
申
請
を
推
奨
し
て
い

る
。

　
市
の
担
当
者
は
「
新
設
し
た

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
枠
も
含

め
、
人
材
確
保
・
育
成
に
活
用
く

だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
詳
細
は
、
市
Ｈ
Ｐ
（
左
記
Ｑ

Ｒ
）
ま
た
は
商

業
労
政
課
０
１

５
４
（

）
４
６

１
１
ま
で
。

　
当
所
が
釧
路
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ｋ
―
Ｂ
ｉ
ｚ

と
連
携
し
、
創
立
１
０
０
周
年

記
念
事
業
と
し
て
立
ち
上
げ
た

『
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
』
の
認
定
事
業

の
一
つ
が

日
（
日
）
に
プ
レ

オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
は
、
釧
路
に
お

け
る
社
会
課
題
を
解
決
す
る
た

め
、
地
域
に
必
要
な
事
業
や
サ

ー
ビ
ス
を
共
助
に
よ
っ
て
維
持

・
創
出
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

事
業
者
と
そ
の
事
業
を
応
援
す

る
支
援
者
の
橋
渡
し
役
を
担
っ

て
い
る
。
審
査
基
準
を
満
た
し

た
事
業
は
〝
釧
路
共
助
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
〞
に
認
定
さ
れ
、
支
援

者
に
対
し
事
業
者
が
自
ら
協
賛

や
出
資
な
ど
を
呼
び
か
け
る
。

　
支
援
は
企
業
・
個
人
問
わ
ず

可
能
で
、
支
援
希
望
者
は
Ｈ
Ｐ

に
公
開
さ
れ
る
認
定
事
業
を
確

認
し
、
支
援
に
関
す
る
諸
条
件

に
つ
い
て
事
業
者
と
直
接
や
り

取
り
す
る
。
な
お
、
Ｈ
Ｐ
内
か

ら
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
す

る
と
、
今
後
認
定
さ
れ
る
事
業

の
情
報
を
随
時
受
け
取
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
今
回
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
、

㈱
釧
路
オ
ー
ル
ア
ク
シ
ョ
ン

（
小
野
寺
理
江
代
表
取
締
役
）

に
よ
る
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
『
ペ
ン
ギ
ン
フ
ァ
ー
ム
』
。

　
同
社
は
、
釧
路
で
起
業
し
た

い
・
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
た
と

き
に
語
ら
い
、
後
押
し
の
き
っ

か
け
と
な
る
場
が
な
い
と
感
じ

た
小
野
寺
氏
が
、
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド

の
採
択
を
受
け
出
資
金
な
ど
を

得
て
本
年
４
月
に
設
立
。
釧
路

で
挑
戦
し
た
い
人
が
安
心
し
て

一
歩
踏
み
出
せ
る
環
境
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
に
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
支
援
ス
ペ
ー
ス
と
ゲ
ス

ト
ハ
ウ
ス
を
運
営
す
る
。

　
ペ
ン
ギ
ン
フ
ァ
ー
ム
で
は
、

起
業
家
同
士
の
交
流
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
形
成
の
た
め
の
環
境
を

提
供
す
る
。
場
所
は
北
大
通
３

の
ｋ
―
Ｈ
ａ
ｃ
ｋ
ビ
ル
２
階
で

７
月
末
ま
で
は
無
料
で
利
用
で

き
る
。
ま
た
今
後
は
、
移
住
検

討
者
向
け
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
『
ペ

ン
ギ
ン
ハ
ウ
ス
』
が
夏
頃
に
オ

ー
プ
ン
を
予
定
し
て
い
る
。

　
小
野
寺
氏
は
「
何
か
を
や
り

た
い
、
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し

た
い
と
考
え
て
い
る
方
は
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か

け
た
。

　
マ
ル
経
資
金
（
小
規
模
事
業

者
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度
）

は
、
小
規
模
事
業
者
が
経
営
改

善
を
図
る
際
に
必
要
な
資
金
を

日
本
政
策
金
融
公
庫
が
無
担
保

・
無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資

す
る
制
度
で
す
。

　
制
度
の
利
用
に
あ
た
っ
て

は
、
商
工
会
議
所
へ
経
営
相
談

し
、
推
薦
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
融
資
限
度
額
は
２
０
０
０
万

円
（
１
日
現
在
利
率
１
・
７
％
）

で
、
返
済
期
間
は

年
以
内
（
う

ち
据
置
期
間
２
年
以
内
）
と
な

り
ま
す
。
な
お
、
本
資
金
は
運

転
資
金
（
仕
入
れ
資
金
等
）
や

設
備
資
金
（
店
舗
・
工
場
の
改

装
費
、
車
両
・
機
械
設
備
の
購

入
費
等
）
と
し
て
活
用
で
き
ま

す
。

　
詳
細
は
、
地
域
振
興
部
０
１

５
４
（

）
４
１
４
３
ま
で
。

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

マ
ル
経
資
金
の
ご
案
内

　
今
年
で

回
目
を
迎
え
た
同

説
明
会
は
、
釧
路
地
域
で
就
職

を
希
望
す
る
学
生
と
新
卒
採
用

を
予
定
す
る
地
元
企
業
と
の
マ

ッ
チ
ン
グ
や
、
９
月
か
ら
採
用

選
考
が
始
ま
る
高
校
生
に
地
元

企
業
の
情
報
や
魅
力
を
伝
え
、

地
元
定
着
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
て
い
る
。

　
当
日
は
、
釧
路
地
域
に
本
社

や
支
社
・
営
業
所
を
置
く

の

企
業
・
団
体
が
出
展
し
、
そ
の

う
ち

社
は
早
期
化
す
る
就
職

活
動
に
対
応
す
る
た
め
に
、
企

業
研
究
と
今
夏
以
降
に
各
企
業

で
実
施
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
に
関
す
る
相
談
会
も
併
設

し
、
同
ブ
ー
ス
内
で
相
談
を
受

け
付
け
た
。

　
加
え
て
今
回
は
、
現
場
作
業

を
は
じ
め
一
般
的
に
男
性
イ
メ

ー
ジ
が
強
い
職
種
に
お
い
て
、

女
性
の
参
画
を
積
極
的
に
推
進

す
る
企
業
に
も
焦
点
を
当
て
、

参
加
者
が
関
心
と
興
味
を
持
つ

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
、
対
象

企
業
の
ブ
ー
ス
前
に
掲
示
物
を

掲
げ
た
。

　
こ
の
取
り
組
み
は
、
今
年
度

よ
り
当
所
が
釧
路
市
と
連
携
し

実
施
す
る
人
材
確
保
・
育
成
に

向
け
た
新
た
な
活
動
の
一
つ
と

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
・
職

種
に
お
い
て
女
性
が
活
躍
で
き

る
社
会
を
形
成
す
る
た
め
に
、

受
け
入
れ
体
制
の
強
化
や
環
境

整
備
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

　
企
業
の
採
用
担
当
者
は
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
自
社
商
品
の
展

示
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
映
像
な

ど
を
使
用
し
て
自
社
を
紹
介

し
、
仕
事
の
や
り
が
い
、
職
場

の
雰
囲
気
な
ど
を
説
明
し
た
ほ

か
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受

け
入
れ
に
向
け
た
相
談
に
も
対

応
し
た
。

　
参
加
し
た
学
生
ら
は
、
担
当

者
の
話
を
熱
心
に
聞
き
な
が
ら

メ
モ
を
取
り
、
中
に
は
積
極
的

に
質
問
を
す
る
姿
も
見
受
け
ら

れ
た
。

　
学
生
か
ら
は
「
企
業
の
こ
と

を
詳
し
く
知
れ
た
」
「
そ
れ
ぞ

れ
の
企
業
の
求
め
る
人
材
、
社

風
な
ど
が
分
か
っ
た
」
「
こ
の

よ
う
な
機
会
が
あ
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
採
用
担
当
者
は
「
色
々
な
学

生
と
話
し
、
触
れ
合
う
こ
と
が

出
来
る
貴
重
な
機
会
と
な
っ

た
」
な
ど
と
述
べ
、
今
後
の
採
用

活
動
に
意
欲
を
見
せ
て
い
た
。


